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平成 29 年度 
作新学院大学大学院心理学研究科臨床心理センター活動報告 
作新学院大学大学院心理学研究科臨床心理センタ （ー通称「作新こころの相談クリ
ニック」以下、臨床心理センター）の平成29年度の活動実績を以下に報告する。	
	
1．臨床心理センターの相談員等の構成 
	 表１に示したとおり、本学選任教員 4 名、
非常勤である相談員 5 名、大学院を修了後、
リカレント教育的な場として参加している研
究員と、事務員である 2 名による。 
表 1．スタッフ一覧 
専任教員 
牧	 裕夫○ センター長・教授 
田所	 摂寿○ 教授 
高浜	 浩二○ 准教授 
狐塚	 貴博○ 准教授 
相談員 
田口	 典子○ 高木	 憲子○ 
太田	 紀江○ 小牧	 定子○ 
松岡	 展世○  
研究員 
野土谷	 真弓○ 瀬谷	 奈々美 
半田	 瞳○ 益子	 威夫 
人見	 薫○ 市橋	 由美子 
坂本	 法子○ 加藤	 隆規 
田代	 久実○ 熊倉	 志乃 
張替	 希○ 外川	 輝 
佐藤	 美保○ 郡司	 真由美 
野畑	 友恵○ 小野	 薫 
君嶋	 志保美○ 屋代	 剛典 
菅原	 由紀○ 高柴	 政希 
半田	 有子○ 髙野	 氣和加 
松山	 豊 湯澤	 舞子 
古賀	 智也  
事務員 
竹澤	 奈穂美 山田	 敦子 
※○印のスタッフは臨床心理士を取得 
2．活動実績 
以下、項⽬ごとに活動実績を報告する。 
（１）大学院生の教育・研究への寄与 
臨床心理センターは、大学院生の学内実習
機能も担っている施設である。大学院生は個
別スーパービジョン、グループスーパービ
ジョンを受けながら来談者への心理面接、
遊戯療法、心理査定、発達障害の小学生グ
ループへの心理支援、学習障害の小学生へ
の学習支援や教材開発などを担当してい
る（表 2、3）。 
 
表 2．平成 29 年度大学院生担当ケース 
相談内容 件数 
不登校・登校しぶり 8 
発達障害 22 
進路・進学 2 
就労 1 
家族支援 2 
学習支援 1 
自己の内面の問題 1 
情緒不安定 1 
適応 1 
行動問題 1 
家族関係 3 
親子関係 3 
人間関係 2 
夫婦関係 1 
いじめ 1 
対人緊張 1 
計 51 
※本表では「並行面接」を 1 ケースとした 
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（２）相談活動全体の実績 ①面接形態別の月別延べ件数 
  面接形態別の月別延べ件数を表 4 に示す。
新規相談ケースが 55 件と昨年度よりも 7
件ほどの減少している。一方、相談日は、
延べ件数は 1,826 件であり、昨年度から 300
件近く増加している。各個別ケースで回数
を重ねた対応がなされている状況がうかが
える。センター利用へのニーズが高まって
いる事がデータから読み取れる。 
 ②性別・年齢別の内訳 
主訴の対象となる来談者の初診時の性別と
年代を表 5 に示す。なお、保護者のみの来
談件数は相談対象となる者の年齢として集
計したが、並行面接の場合は 2 件としてカ
ウントした。子どもの相談は男子が多く、
成人のケースは女性が多いという傾向がみ
られる。内容をみると、発達や学校関係の
相談に保護者を含めた相談が多く見られる。
どの世代からもまんべんなく相談の申し込
みがある。 
 
 
	③相談内容の内訳 
内容の内訳を表 6 に示す。発達障害関連
の相談が 1/3 を占め、その他に不登校など
の相談も多く見られた。さらに大人の相談
内容としては、家族関係や神経症・精神疾
患等が多くみられた。成人の相談が増加し
ている傾向にあり、精神疾患のみならず、
職場の人間関係についての相談や、自己の
内面の問題なども多く見られるようになっ
た。さらには相談経路として、学校のみな
らず病院からの紹介が見られるようになっ
たことが成人の相談ケースの増加につなが
っていることによると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
表 3．平成 29 年度院生指導等の内訳 
スーパーヴィジョン 
（個別・グループ含む） 
790 
カンファレンス 323 
計 1113 
表 5．平成 29 年度初診時の性別と年齢 
 男性 女性 計 
就学前 5 1 6 
小学生 29 18 47 
中学生 15 7 22 
高校生 7 9 16 
大学生・成人 13 36 49 
計 69 71 140 
表 4．平成 29 年度の面接形態別の月別延べ回数 
	 4 月	 5 月	 6 月	 7 月	 8 月	 9 月	 10 月	 11 月	 12 月	 1 月	 2 月	 3 月	 計	
初回面接	 8	 4	 3	 2	 3	 2	 6	 9	 3	 7	 3	 5	 55	
継続面接	 89	 109	 158	 179	 140	 143	 144	 184	 147	 108	 161	 157	 1719	
心理検査	 0	
	 0	
（1）	
	 1	
1	
（2）	
1	 1	 	 2	
	 2	
(4)	
0	 0	
1	
(1)	
4	
（3）	
13	
(11)	
ほっとス
ペースプ
ログラム	
0	 3	 3	 3	 0	 2	 3	 2	 3	 0	 3	 0	 22	
学習 G	 0	 0	 3	 2	 3	 0	 3	 3	 0	 0	 3	 0	 17	
計	
97	
	
116	
(1)	
168	
187	
(2)	
147	 148	 158	
200	
(4)	
153	 115	
171	
(1)	
166	
(3)	
1826	
(11)	
※（ ）は再掲、ほっとスペースプログラムは発達障害児、そのきょうだい、保護者のための居場所づくり 
及び精神健康のためのグループプログラムであり、学習 G は学習障害児へのグループ学習支援 
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表 6．平成 29 年度相談内容の内訳 
	 	 	 	 主内容 副次的課題 	 	 	 	 主内容 副次的課題 
発達障害 
 
52 
学習 8 情緒不安定	 	  
4 
発達 1 
不登校 4 学習困難 1 
学校不適応 2 虐待 愛着  1 
生活問題 1 
2 
DV 1 
行動問題 3 親子関係 2 
自立に向けて 1 ・子育て不安 
4 
対人緊張 1 
進路 2 トラウマ 2 
家族支援 3 ・精神疾患等   
友人関係 3 2   
家族関係 1 ・適応障害   
親子関係 7 2   
対人関係 4 ・家族支援 親子関係 2 
適応 18  
8 
	 	 	 	 	  
家族関係 2 
自尊心 1 	 	 	 	 虐待 1 
 子育て 1 ＤＶ 1 
 いじめ 1 ・モーニング 
ワーク 
  
学習障害 進学 1 1   
1   家族関係 
7 
適応 2 
学習支援 身体症状 1   
 
3 
発達 2 親子関係   
登校しぶり 1 6   
ＤＶ 1 友人関係 家族関係 1 
進路進学   1   
2   夫婦関係 子育て 1 
不登校 問題行動 1 6 ストレス 
1 
17 発達障害 2 発達 1 
親子関係 2 人間関係 夫婦関係 1 
 身体症状 1 3   
場面緘黙   愛着関係 親子関係 1 
2   1 ＤＶ 1 
対人緊張   学校不適応 情緒不安定 1 
1   3   
適応 不登校 1 いじめ 集団不適応 1 
 発達障害 1 1   
4 情緒不安定 1 自己の内面の問題   
就労 
2 
  2   
不眠   
行動問題   1   
2   計	 	 140   
      
作新学院大学臨床心理センター研究紀要	 11 
 56 
（３）広報活動と今後の課題 
地域のニーズとしては特に発達障害への対
応やアセスメントが多い事に加えて、成人の
相談のニーズの増加している。広報活動とし
ては地域に作新学院大学臨床心理センターが
大分浸透してきたと考えられる。 
ここ数年全国的に、自然災害での被害が発
生している。「天災は忘れたことに・・・」と
いう諺も今日では「忘れに間に・・・」とい
う状況である。自然災害の現場でもトラウマ
等のメンタルヘルスに係る支援へのニーズが
高まっている。本学では減災マネジメントに
関する支援を全学的な連携の中で進めている。
栃木県において唯一の臨床心理士等の養成を
行っている大学として、当然、本県内外での
自然災害が発生した時点での活動に取り組ま
ねばならないだろう。	
今後とも、県の臨床心理会等との連携の可
能性を探っていくことに心掛けたい。さらに、
災害時でのメンタルヘルスに対する予防的な
活動にも、地域との連携を図っていく必要が
あるだろう。これらの連携の中で、さらに本
センターの活動が浸透していくことを期待し
たい。 
 
